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日本心理臨床学会は､ 1982年に設立された｡ この20年間の間に当初600名だった会員数が､ 現在では
13,000名を超える巨大な学会になっている｡ 日本心理臨床学会報を紐解きながら､ 当学会について紹介したい｡
臨床心理学に関しては､ はじめに ｢日本臨床心理学会｣ が1964年に設立された｡ しかし､ 当時日本中
に吹き荒れていた大学・学会紛争の波を受けて､ ｢専門的な知識や技法は人を差別し分断する｣ との批
判を浴び､ ５－６年後には事実上解体してしまった｡ その後も1970年代後半から､ ｢心理臨床家｣ たち
は専門的学習や専門資格の創設に向けた活動を日本心理学会などの機関を借りて続けられ､ 1982年に
｢日本心理臨床学会｣ の設立をみた｡
｢心理臨床学｣ は､ 心理臨床実践を第一義に､ そこから研究を興して実践と研究の一体化を本質にす
る心理臨床の学である｡ 人間の暮しに直結した臨床実践を基盤にする心理臨床学は､ 学問的な成果や評
価も人々から直接的に受けることになり､ 事例の正直さに真正面から応じる謙虚な学問だと考えられる｡
心理臨床家が面接で関わる心の世界は､ 本質的には他者に不可知であり､ 主体にのみ開かれた内的・
主観的な世界である｡ しかし､ 面接者と出会い面接関係に生きることで､ クライエントは心の世界を他
者との関係性の場に置く意味を持ち､ 他者とのつながりを求めた外界への期待をもつに相違ない｡ 面接
者に出会い､ 他者との関係性を通して社会に開かれゆく方向性の萌芽が育てられていく｡ 心理臨床学を
学ぶ者は､ これに立ち会う当事者としての自覚が根本に求められるものである｡
学会誌 ｢心理臨床学研究｣ の発行 (編集委員会担当) は現在年６回行われ20巻４号まで出されている
が､ 投稿論文も多くさらに充実の方向にある｡ 本学会誌の内容は精神分析学から認知心理学まで､ ロジャー
ズからラカンまで､ 箱庭療法から家族療法まで､ 事例研究､ 調査研究､ 理論研究と多彩であるが､ これ
が本学会の根源的なエネルギーを生み出しているといえる｡ 望ましい論文の条件としては､ 学派に関わ
らず現場のたくましい実践感覚が普遍的な ｢臨床の知｣ に結びつくような形で提示され､ 十分な考察が
加えられていること､ 言い換えれば､ 論文の中に心理学的援助実践の実があり､ それが適切に対象化さ
れ言語化されていることがあげられる｡ 研究誌への論文採択にあたっては､ 個々の論文の個性や可能性
を正当に評価できるように万全を尽くしている｡ ｢原著｣ は､ 顕著な独創性が､ 洗練された形式に収まっ
ている論文ということになる｡ 事例研究ではプライバシー保護が重要であるが､ 事例をして語らしめる
意味では過度の抽象化は ｢臨床｣ 的な研究の意味を半減させる危険性もあり､ 事例を通して理論化する
試みには特有の難しさがある｡ また､ ｢基礎的研究｣ にしても､ そこに援助実践色合いが薄い場合には
他学会への投稿を勧めている｡ 心理臨床の ｢基礎｣ はなんといっても ｢実践｣ であり､ ｢文化論｣ 的な
考察にしても､ そこに援助実践的な契機が含まれていなければ評価されない｡ 広範な実践を分化・深化
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させていくことが今後の課題であるとされ､ わが国独自の心理臨床理論の創出を目指している｡
また､ 学会として学位論文に匹敵する優秀な論文への出版助成が行われることになり､ 2000年 ｢心理臨床
学モノグラフ｣ が初めて刊行された｡ 現理事長鑪幹八郎氏の序文からの引用を中心に､ その趣旨を述べる｡
心理臨床学の研究では､ 対象の選択の困難さや心理療法やカウンセリングの経過や変化を扱う時間軸
の選定が難しいのと同時に､ 実験心理学のような厳密な状況を作り出すことができない｡ このため､ こ
れまでの心理臨床学における研究は曖昧性が高いとか､ コントロールが十分でないなどの批判がなされ､
学位の授与も限られてきた｡ しかし､ これらの批判は必ずしも的を射たものとはいえない｡ というのは､
心理臨床の場において対象となる人は､ その人の全体的存在を前提にして､ また援助者とクライエント
関係を前提としていて､ 部分的な機能的存在としてみることはできないからである｡ 心理臨床の研究の
前提には､ 常にこの全体像と関係性の発想が存在している｡ 全体的な人の変化や変容の様子を研究者が
さまざまに模索して記述してまとめた研究資料に､ 正当な評価を与え出版する機会が作れないものだろ
うかという願いが､ 学会の中で長年温められ続けてきた｡
そして､ 2000年９月第１巻が､ 大場登氏の ｢ユングの 『ペルソナ』 再考 心理療法学的接近｣ により
刊行された｡ この論文では､ 大場氏は Jung によって提示されながら､ さまざまな事情から十分に深化
されることのなかったペルソナについて､ ｢ペルソナ＝仮面｣ 論から距離をとることを主張して､ ペル
ソナを ｢個の要請と周囲・外界・社会・集合意識からの要請との折り合い｣ として成立するものとして
とらえて考察した｡ 論文の中では､ 心理療法に現われた具体的な生きたペルソナ・イメージを通して､
横断的かつ縦断的にペルソナについて再検討している｡
氏は､ 新しいペルソナ論として､ ペルソナを ｢元型の一つである｣ とした｡ 外界に対しての構えである
ペルソナは､ 無意識に対しての構え・内的構えであるゼーレとの間にいきいきとしたかかわりをもつとき､
それ自身豊かでいきいきとしたイメージとして立ち現われる｡ その意味でペルソナとゼーレは相互に切り
離しては考えられないものであるとして､ より大きな枠組み・視点として､ ペルソナ・ゼーレ元型という
表現がふさわしいとした｡ 個性化の過程は､ 社会・外界との取り組みなしに､ 内界・無意識界と取り組む
だけでは進展しない｡ 内界と外界は通常思われているような別個のものではなく､ 相互に非常に密接にか
かわりあったもの､ ないし､ 重なり合ったものであることを強調している｡ ペルソナは ｢顔・面｣ ｢衣・靴｣
｢髪型｣ など様々なイメージとして現れるが､ 個と外界・周囲・社会・集合意識との間に成立する ｢境界
『面』｣ として理解され､ ｢透過性と隔壁性｣ ｢見せると隠す｣ ｢かかわりと仕切り｣ などの両義性を持つこ
となどを明らかにした｡ そして､ ペルソナは､ 時と場所､ 状況､ 期間に応じて変化するものであり､ 心理
療法の過程では､ さまざまのペルソナ・イメージの変容として具体的な形で表現されることが多いとした｡
なお､ 本学会の会員数の増大を背景に学会内は組織化され､ 学問的研究的向上を会員が多側面から保
障されるよう考えられているので紹介したい｡
学会誌を編集委員会が編み､ 年６回発行していることは前述した｡ 心理臨床学研究の新時代の基盤は
おおむね出来上がってきているとはいうものの､ 今後も独自の心理学的な研究の創造性を追及すること
により心理臨床学の充実と確立という課題に取り組んでいる｡
広報委員会では会員数が12000名を超えた2001年４月から､ 休止していた学会報を改めて再開し､ 現
在では年４回の発行に増やして会員とのコミュニケーションに努めている｡ 紙面の限られた学会報に載
せられない多様な情報は学会ホームページに掲載している｡
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カリキュラム委員会では､ 臨床心理専門識者のプロフェッショナル教育を目指して､ 大学院修士課程
のカリキュラムとシラバスについて検討し､ そのモデルを作成している｡ 例えば､ ｢臨床心理実習｣ を
どのように展開していくかなども重要な課題としている｡ 学内施設実習だけでは学生の心理臨床経験の
幅が広がりにくいなどの問題も取り上げ､ 学外施設実習も重視し実習内容をどのようにプログラムする
か､ 実習指導者としての臨床心理士とどのような契約を結ぶかなどについてなども検討している｡
倫理委員会では､ 平成10年､ 倫理規定､ 倫理綱領､ 倫理基準を制定した｡ 会員の心理臨床活動が倫理
的に適性になされるように､ 倫理向上のための啓発､ 倫理綱領違反に対する処分､ 倫理綱領の改廃など
も行っている｡ また､ ｢会員のための倫理の手引き｣ (19巻特別号)､ ｢わが国の心理学・医学系諸団体の
倫理規定に関する調査｣ (10巻２号) も学会誌に掲載し､ 2002年大会ではシンポジウム ｢倫理性から心
理臨床の質を問う｣ も実施した｡ 倫理問題については､ 昨年度はメディアにおける心理臨床の取り上げ
方についてのクレームを扱ったものの､ 会員の問題は発生していない｡
職能委員会では､ 臨床心理学の研究や教育に関連して､ ①心理臨床活動を学術的評価にいかに組み入
れていくか､ ②スーパー・ヴィジョン・システムの検討 ③大学教員採用人事における採用基準に心理
臨床活動をどのように組み込んでいくのか､ などの課題も検討してきた｡ 心理臨床の活動領域の広がり
に伴い､ それぞれの臨床現場固有の知識や実践能力も必要であり､ 卒後の高い職能教育を充実させてい
く上での問題も検討している｡
教育・研修委員会では､ スクールカウンセラーに代表されるように社会からの要請に応える学会とし
て発展するためにも､ 会員が生涯自己研修を続けなければならないという意識をもつことを重視して､
会員それぞれの段階に応じた教育・研修の機会を学会が準備しようとしている｡ 活動としては､ ① ｢大
学院生心理臨床研究集会｣ を年間３回開催､ 研修をはじめとして､ 参加者相互が知り合い､ 自分達の受
けている心理臨床の訓練・教育について情報を共有するなどの成果が上がっている｡ ②スーパーバイザー
認定制度の検討なども行っている｡ 今後は､ 臨床心理士を取得する以前の若い会員への教育・研修､ ま
た研究や調査の教育・研修にももっと力を注ごうとしている｡
国際交流委員会では､ ①国際交流助成事業として ｢国際学会参加助成｣ ｢海外研修参加助成｣ の実施､
②アジア各国との交流を促進するために､ 2002年７月 ｢日韓心理臨床学術交流会｣ の開催をした｡
なお､ 日本心理臨床学会では大会には毎回約6000名前後が参加する｡ 平成14年度の大会では､ 発表件
数も自主シンポジウムが61件､ 事例・基礎研究が413件に達した｡ 学会としてはその成長発展を評価し
喜ばしいこととしながらも､ 大会開催側からは会場設定などの面から､ 大幅なコンセプトの変換が考え
られない限り開催が困難になりつつあるとしている｡ 巨大化する年次大会のあり方は､ 大きな課題とし
て現在検討されつつある｡
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